
ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

日時 天気 魚種 匹
給餌
時間

給餌量
（ｇ）

残（ｇ）
食事量
（ｇ）

備考およびBW（ｇ） 写真

2012/10/25 晴

クリアンスをつけて飛ばす（病院スタッフ）
リールを放したことにより、リールを引きずりながら飛んだ。
高さ５ｍでおよそ80ｍを飛んで田に着地。
２本目は10ｍほどを地上ぎりぎりで飛んで落ちる。
開口呼吸あり、両翼とも落ちたまま。

2012/10/27 くもり おととい（25日）の飛行のため、翼は落ちたまま。

2012/11/18 小雨

・尾羽なし
・３週間ほど経ったので、クリアンスをつけて飛ばしてみる。
1ｍほどすすむだけで飛べない。（風も強いせいか）
・据えて高く上げて向かい風にあててみる。羽を開く。

2012/11/19

・夜に少し据える。
・逃げようとするが、胸を押して戻すと、手に戻る。
・両肩は落ちたまま。特に怪我をしていた右翼がおちてる（少しだけ）
・レントゲンから炎症がよみとれる。
⇒外で飛ばさず、小屋で関節が固まらない程度に運動ができる状態
で、炎症がおさまるのを待つ

2012/12/30

・ホコからホコに飛ぶ際に、飛行力が付き、上がって飛べるため、上に
設置してある止まり木に翼がぶつかっている。→撤去
・公園で飛ばすがほとんどとべない。
・風にあてて羽を開かせるだけにする。



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2012/12/29 晴

・尾羽なし
・小屋の中では対面の網に当たるぐらい飛べる。
・据えながら外にだし、手で飛ぶことを繰り返す。手には飛ぶ力が伝わ
る。ｼﾞｪｽの長さだけで、数秒飛べている。これを繰り返すと開口呼吸、
両翼が落ちる。
・しばらく開けて翼が落ちないのを確認してから、クリアンスで地面から
飛ばす。
・病院から公園にいくまでに、手から飛ぶので開口呼吸と翼が落ちるの
が見られる。
よって少し待つ。
７分後：自ら飛ぶ。約２０ｍ。高さはないが、しっかり両翼をはばたきまっ
すぐ飛ぶ。少し肩が落ちる。
10分後：肩が戻る。15ｍほど飛ぶ。少し上がりはじめたが、公園のフェ
ンスがあったので負荷をかけて下ろす。
5分後：もう一度飛ばすものの10ｍほどしか飛べない。
・開口呼吸と翼の落ちは、その前の運動によるが、15分以内に戻る。
⇒炎症はもうないといえるか・・・

2012/12/31 晴

・強風
1本目：20ｍ（紐が足りない。高さは上がらないが、落ちる気配もない）
2本目：20ｍ
3本目（5分後）：15ｍ
4本目：25-30ｍ。下から手をあてて飛ばしあげてやると、高度を保って
すこしずつ上がっていく。
5本目：15ｍ。風が強くなり、高度があがりやすくなってきた。
・肩は少し落ちるが、すぐに戻る。息切れも少なくなってきた。2日前より
明らかに飛べる。なぜか？⇒風？前回は疲れ？
ＢＷ1600ｇ
考察：向かい風の方が高さが上がる。風をつかんだ？3本目に風にあ
おられてからは4,5本目で飛ぶ高さが上がった。



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/1/1 晴

・グランドで飛ばす。
・風なし
・段ボールとフードで移動
・1本目50ｍ、高さ50センチ：肩がかなり落ちる。特に怪我側
・2本目（15分後）80ｍ：高さ50センチ：左右対称で肩が落ちる。息切れ
少し。
・3本目（10分後）90ｍ、高さ50センチ
・小屋を変える。4.5×2×2.5＝22.5㎥→3×3.5×2.5＝36.75㎥
・道路側からは見えないように目隠しをする。

2013/1/2 晴/雨
・風なし
・小屋を新しくして、少し旋回が見られる。羽を開いてブレーキもかけ
る。

2013/1/5 晴

・積雪50センチ、風なし
桑原のグランド
3-5分間隔で6本
①30ｍ（道具箱の上から自力）
②50ｍ(3分後：下から手をあてて上げる）
③80ｍ（5分後：地面から自力）
④120ｍ（5分後：手に据えて送る）
⑤50ｍ（5分後：手に据えて送る）
⑥100ｍ（3分後：両手で持って上げる）
右肩が落ちるものの5分ぐらいでもどる。
6本目は土手にあたっておりる。
降りるときは、翼を広げてブレーキをかけながら足から降りれている
が、脚→頭の順で転ぶ。
ポイント
・麻紐の跡が雪にのこる。抵抗がある？
・地面からよりも、据えて送ってやると飛距離が伸びる。
・飛んでいるときは脚はしっかりあがっていて異常はない。
・はばたきは左右対称に見える。

2013/1/8
積雪により、天井のネットが下がり、そこにあたって翼の傷痕から出血
している。



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/1/12 晴

・風なし
・自己換羽のために試しに一本尾羽を抜こうとするが抜けず（カンシ使
用）
①40ｍ（紐が草にかかる）
②80ｍ（紐が草にかかる）
③100ｍＭＡＸ
④80ｍＭＡＸ
⑤130ｍＭＡＸ
⑥40ｍＭＡＸ
・手術の傷痕とその下の小さな傷が治らないので、まずは傷口が治る
のを待つことにする。
⇒飛ばす前に捕まえるときにネットでする
⇒離着陸のときに地面にあてる
⇒強くはばたくことによってカサブタがとれる（？）
※手術後からしっかり動かしてきたので、安静にしていても関節が固ま
ることはないと考える。

①



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/2/25

・傷口が未だに治らない。
→小屋のなかで、知らない人が覗いたり、道路側の音にびっくりして
ネットにぶつかっている。
・一か月以上治らない。それに加えて羽が傷んでくる。
・ほこに繋いで管理するほうが良いか。
・訓練をして慣れが必要ではないか。
※ポイント
・ミサゴはつなぐことができない
・羽の適正な維持は難しい
・複数で飼育すべき
以上、猛禽の森より。
ほかの資料からも、一切食餌をしないなど、何らかの大きな影響がでて
いるようである。
幸運なことに、このミサゴについては食べてくれている。
・エサをくれる人を覚えて寄ってくる。
・後ろをついて歩いてくる。
・魚の袋を自分であさって食べたりもする。
⇒繋いで管理することはできないが、慣らすことにより新しい羽が生え
るのを待つことはできる？
※ポイント
・このままでは羽が痛み自然には帰れない
・新しい羽が生えても折れるだけ。筆毛が折れると出血する。
・傷口がずっと治らないと、感染の可能性も？
・繋ぐとストレスで今後食べなくなる可能性もある？

アジ 2 7:15 120 0 120
・切り株に置くと、横にいてもとりにくる。
・アジをつかむが、目の前では食べない。
・止まり木の脚が露出しているため、そこに翼をあてている。

2013/3/5 晴



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

- - 19:00

・ｱﾝｸﾚｯﾄとｼﾞｪｽをつけた。
・傷口の手当
・止まり木の1つを、ボードのホコに
・ＢＷ1500ｇ
・竜骨は少し余裕がある感じ。
・ラプターフォレストの中では、ミサゴには250ｇ/日の給餌の記載があ
る。
⇒魚のカロリーの問題か？
⇒病院では80ｇ×2回ぐらいを与えていたとのこと（残があるときもある）
・11月から保護されているが痩せていない。

アジ 3 10：：00 180 0

アジ 1 17:00 54 0

アジ 3 7:30 175 0

アジ 2 18:00 120 0

2013/3/5 晴

234晴2013/3/6

・グローブをつけてトングで株の上に置く
・１匹は半分に切って与えた。
・切り株の上で口で受け取る。
・横にいるとひとかじりするが、それからはこちらを見て食べない。
・足革は気にしていない
・新しいホコにはとまっていない。時間をかけてもう一つのホコも変え
る。
・午後はゲージの中にいても食べる。
※ポイント
・魚は切っても食べる。

・切り身（1/4）で与える。
・切り株に来て、トングから直接受け取る。
・近くに座っていると、1.2口かじってからは警戒して食べなくなる。
・ゲージの外に立っていると、気にしながらも食べ続ける。
・今日は架で与えようとすると飛んで、後で切り株に戻ってきた。
ＰＭ
・トングを短くもって与えると、グローブを足でおさえながら引っ張る。
⇒そのまま上げると手に乗る。
⇒手に乗ると、加えるのをやめてばたつく。
⇒その後、架に戻すとすぐに食べる。

2013/3/7 晴 295



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

ハタハタ 3 7:30 130 0

アジ 2 18:00 120 0

2013/3/9 晴 ｻﾝﾏ/ﾊﾀﾊﾀ/ｱｼﾞ 0.5/1/1 7:30 260 130 130
・手の上には乗るが、据えられるのは嫌う。
・架の上に置いた、グローブの上に乗り、食べることは大丈夫。

2013/3/10 雨 ｱｼﾞ/ｻﾝﾏ 1/0.5 8:30 130 0 130
・架または切り株の上においたグローブの上で食べさせる。
・笛によく反応している。笛に警戒はない。
・切り株で据えて、架に戻すことができる。

サンマ 1 7:30 150 0 150

ハタハタ 1 20:30 50 50 0

アジ 2 7:45 120 0

2013/3/11 晴

ＡＭ
・手に据えたまま立つことができる。その上で魚をかじることも可能。
・食べ終わったら架の近くにまでいくと、飛び移る。
ＰＭ
・夜に据えてみる。
・笛を鳴らして餌をもって近づくが、薄暗く見えているため、警戒する。笛
をならしてエサを渡すが、ストレス⋗エサのため、飛んで逃げる。
・少し据えて歩いてみて、街灯の下でエサを与えるが食べない。
・逃げようとして、ぶら下がるがったらナックルを作って、戻ってこれな
い。
⇒ストレスが高すぎると判断し、架に戻す。
・魚を握らせて小屋を出る。
※薄暗いため誰かの判断ができず逆に恐怖心からストレスが高いので
はないか。

2013/3/8

ＡＭ
・架に置きに行くと飛んで逃げる。
・すぐに切り株にもどってくる。
・トングから食べる。
・外にいると食べ続ける。
・食べてる途中に魚を丸ごともっていくとそれもとりにくる。
・昨日よりも反応が悪い。（昨日のえさの量？）
ＰＭ
・切り株の上で与える。
・アジに切り目を入れてまるごとかじらせる。
・切り株の上においたグローブの上にのったまま全部食べる。

2013/3/12

ＡＭ
・昨日の夜のせいで、警戒が強い。
・架に近づき、しばらくすると飛ぶ。
・アジをトングで渡すと食べる。もう一匹アジを置いて小屋をでる。
ＰＭ
・サンマを与えるが食べない。
・頭だけを架に、胴体を株の上において小屋をでる。
・翌朝、頭だけは食べてある。
・ＰＭ4時ぐらいに病院スタッフがアジを２匹やったとのこと。

晴

250

245
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アジ 2 16:00 120 0

ｻﾝﾏ 1 18:00 130 125

ｻﾝﾏ 0.5 7:30 75 0

アジ 3 18:00 180 0

ニギス 3 7:40 105 0

サンマ 1 18:00 135 0

ｱｼﾞ/ﾊﾀﾊﾀ/ｻﾝﾏ 1/1/0.5 7:50 180 0

ハタハタ 5 18:20 180 10

2013/3/16 アジ - - - 1匹 -
・エサが済まされていた。
・切り株の上にアジが一匹残っていたので、残として下げる。

ＡＭ
・なぜか少し警戒をしてすぐにはとらない。
・順番に切り身を与えるが、トングからちぎりとるほど強くは反応しない。
・足も片足を１～２回乗せただけ。
・サンマ半分を握らせて小屋を出る。
ＰＭ
・手に乗ってきたので架の上に手をおいて据えながら与える。
・手を少し動かしても問題なし。
・手を架から下ろし、架より下げると、ゆっくりと架にもどる。

ＡＭ
・一匹ずつ、トングからかじらせる。
・身が柔らかいためか食べるのが早い。
・ときどきちぎるためにグローブに足を乗せる。
ＰＭ
・切り身をひとつずつかじらせる感じで与える。
・ときどきちぎるために乗ろうとするが両足が乗ると少し嫌な感じを見せ
る。

ＡＭ
・サンマ半分をトングで与える。手にはのらない。
・この日は無理せず渡すだけ。
ＰＭ
切り身をひとつずつ食べ終わるのを待ってから与える。

2013/3/12

ＡＭ
・昨日の夜のせいで、警戒が強い。
・架に近づき、しばらくすると飛ぶ。
・アジをトングで渡すと食べる。もう一匹アジを置いて小屋をでる。
ＰＭ
・サンマを与えるが食べない。
・頭だけを架に、胴体を株の上において小屋をでる。
・翌朝、頭だけは食べてある。
・ＰＭ4時ぐらいに病院スタッフがアジを２匹やったとのこと。

晴

2013/3/15

2013/3/13

2013/3/14

245

255

240

350
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2013/3/17 ｱｼﾞ/ﾊﾀﾊﾀ 1/5 9:00 200 70 130

・手の上で与える。
・アジはしっぽのみを食べた（腐っているから？冷蔵庫で保存されたも
の）
・手に据えると食べない魚がある。（食いつきの良い魚種がある）
・エラブタやエラは食べない割には、頭は食いつきが良い。（目があるか
ら？）

ﾊﾀﾊﾀ/ｱｼﾞ 2/1 7:30 110 0

ｱｼﾞ/ﾊﾀﾊﾀ 1/2 17:30 85 0

イワシ 2 7:30 150 0

イワシ 2 18:00 150 0

2013/3/20 ﾊﾀﾊﾀ 3 130 0 130
・イカは食べない。
・架から落ちていない。

2013/3/19 晴

AM
・株の上で呼ぶ。手に乗って食べるが、据え上げて立つと食べなくなる。
・架の上に手を置いても食べない。頭を見せると少しかじるが食べな
い。（雑音⋗エサ）
・リーシュをつけて結んで、架に帰すとすぐに食べる。
・シャワーをして小屋を出る。
・竜骨の感じは少し太ったように思う。
PM
・バタバタと架から飛ぶ。
・日中にぶら下がったとのこと。自らは上がらなかった。
⇒少し危険がある。
⇒架の形で上に平場をつくってみる。

・株の上で手に魚をもっていると、手の上に飛んでくる。
・スイベルとリーシュをつける。
⇒夜にも異常なし。
⇒朝には飛んで、どこかでひっかかる可能性があるのでほどいて帰る。
・羽を開くとネットにあたる。今は安心している場所なのでそのままにし
ておき、だんだんとネットから架を離していく。

2013/3/18 雨 195

300
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2013/3/21

・脚にｱﾝｸﾚｯﾄのすり傷あり。
・翼角の傷テープの中に出血が見られる。
⇒翼をバタバタするとテーブルにあたる。
⇒ぶらさがると架にあたる。
・三角架から上がれないのはストレスが高すぎるため。換羽が済み次
第、すぐに放鳥すべき。ミサゴはかなり難しい。体力面についても、2～3
日は苦労すると思うが、そのあとは大丈夫（ワイルドハックから）
・テーブルの外に一度ぶら下がったとのこと。
・テーブルをつくるとバタついたときにそこに翼をうつ。翼が長いため。
・三角架でも自力で上がれないため、ぶらさがる。
⇒足に軽くナックルをつくり、上がってくる気配がない。
⇒ストレスが高い。
・エサは食べる。
しかし、ミサゴを結ぶことは不可能

2013/3/23 サンマ 3 270 0 270 病院スタッフに世話を依頼
2013/3/24 サンマ 3 270 0 270 病院スタッフに世話を依頼

2013/3/25 サンマ 2 7:30 180 0 180
・ｱﾝｸﾚｯﾄのすり傷は乾いている。
・翼角のキズも乾いている。
⇒むすぶべきではなかったことがわかる。

サンマ 2 AM 180 0
サンマ 1 PM 100 0

2013/3/27 サンマ 2 AM 180 0 180

・行くと株でまっている。
・近くにいくと一度飛んで、また株にもどってくる。
・かなり自分にギリギリのところでも曲がれる。
・脚も翼角も傷口は乾いている。

サンマ 2 PM 180 0

サンマ 1 AM 90 90

2013/3/29 サンマ 2 AM 180 0 180
・架にいるので、笛を鳴らしてサンマを株へ。
・食べさせて、次は笛を鳴らして、サンマを架へ。

サンマ 2 AM 180 0
サンマ 1 PM 90 0

2013/3/31 - 0 - 0 0 0

2013/3/26

・毎日、エサを株に置くため、株で待つようになった。
・笛を鳴らして、餌を架へ。
・笛をならした場所にエサを置きとりにくるように条件付けしていき、コン
トロールする予定。
PM
・サンマ１匹を架に置く。夜にみるとたべていないので下げる。

2013/3/28

2013/3/30

180

270

280
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2013/4/1 サンマ 2 7:30 180 0 180
・架でエサを与え、立ったまま横で食べるのを待つ。
⇒半分ほど食べたのを確認。

サンマ 2 7:45 200 0

サンマ 1 18:00 90 0

サンマ 2 7:40 200 0

ハタハタ 1 18:00 51 0

2013/4/4 ハタハタ 5 7:40 200 14 186
・笛を吹いて、場所を変えて与える。
・下尾筒のあたりの羽根が１枚抜けてる。

サンマ 2 AM 200 0

サンマ 1 PM 100 0

2013/4/6 雨 サンマ 3 9:30 300 0 300

・切って与える。
・鳴きながらも、魚を振ってやるとかじる。
⇒握ったものが動くと反応する？
⇒三匹目は動かしてもかじらない。
・傷口に羽がはえてきている。
・雨風が強いのでシャワーはしない。

2013/4/7 - 0 - 0 0 0

2013/4/8 くもり ハタハタ 4 PM 154 30 124

AM与えない
PM
２日あいているため、自らのってくる。
・手に据えて食わす。
・半分まで食べるがそれ以上は落ち付かず食べない。
・手に乗ってくわえたら、架におろして食わす。

1 7:35 65 0
・BW1400ｇ
・手に乗ってくわえたら架におろす。

1 PM 150 118 BW1600ｇ

サンマ 0.7 7:40 60 0

2013/4/3
・株と架の両方でエサを与える
・翼をゆっくりと開いたときは左右非対称。治療側の開きが悪い。

2013/4/5
・1匹は切り身で与える。
・３つの切り身のうち２つは横にいても食べたが、あとは持ったままかじ
らない。

AM
・シャワーをする。
・風切1枚、雨覆1枚が抜けたのを確認。
PM
・切って与える。
・雨覆？が1枚抜けてる
※換羽がはじまっている？

2013/4/2

AM
・据えて体重をはかると嫌がって飛ぶ。
⇒手にのったら一瞬据えておろしてエサ
⇒これを少しずつ時間を長くしていってはどうか
PM
・１切目は逃げるので笛を吹いて株に置く
・2切目はエサを見せて手に乗ったらすぐにおろして与える

2013/4/10

2013/4/9 晴 イワシ

290

251

300

97

160



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

サンマ 1 6:00 100 0

イワシ 2 7:45 140 0
イワシ 1 18:00 70 0
イワシ 2 7:30 140 0
アジ 1 18:00 71 0
アジ 2 7:30 120 0
アジ／サンマ 1/1 17:30 60/100 0

2013/4/14 晴 - 0 - 0 0 0
サンマ／アジ 1/3 7:40 190 30
サンマ 1 17:45 136 0

2013/4/16 サンマ 1 7:35 100 0 100
サンマ 1 7:50 100 0
サンマ 1 18:00 123 0

2013/4/18 イワシ 2 7:40 200 0 200
サンマ 1 AM 100 0
サンマ 1 PM 131 53

2013/4/20 雨 サンマ 1 10:00 100 0 100
サンマ 1 9:30 100 0
サンマ 1 17:00 130 0
サンマ 1 7:40 122 122
メバル/サンマ 1/1 18:30 66/122 62
メバル 2 7:30 130 0
イワシ 1 18:00 80 0
イワシ 2 7:30 134 0
サンマ 1 PM 134 100
イワシ 1 7:40 66 0
サンマ 1 18:30 100 0
サンマ 1 7:50 100 0
ニギス/サンマ 1/1 18:00 136 0

2013/4/27
2013/4/28
2013/4/29
2013/4/30
2013/5/1
2013/5/2
2013/5/3
2013/5/4

くもり

2013/4/22 晴

2013/4/24 雨

2013/4/15

2013/4/17

2013/4/19

AM
・据えて体重をはかると嫌がって飛ぶ。
⇒手にのったら一瞬据えておろしてエサ
⇒これを少しずつ時間を長くしていってはどうか
PM
・１切目は逃げるので笛を吹いて株に置く
・2切目はエサを見せて手に乗ったらすぐにおろして与える

2013/4/12 雨⇒雹

2013/4/13 晴

2013/4/10

2013/4/11

2013/4/25 晴

2013/4/26 くもり

223

168

166

236

178

230

126

210

病院スタッフに世話を依頼

2013/4/21

1400ｇくもり2013/4/23

160

210

211

280

296



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/5/5
2013/5/6
2013/5/7
2013/5/8 マダイ 1
2013/5/9 キス
2013/5/10 キス
2013/5/11 晴 ウグイ 1 11:00 200 0 200
2013/5/12 晴 ウグイ 1 AM 300 150 150
2013/5/13 晴 ウグイ 1 7:50 180 0 180
2013/5/14 晴 ウグイ 1 7:30 300 0 300
2013/5/15 ②
2013/5/16
2013/5/17
2013/5/18 晴 ウグイ 1 AM 250 0 250
2013/5/19 - 0 - 0 0 0
2013/5/20 晴 ウグイ 0.5 PM 300 150 150
2013/5/21 晴 ウグイ 0.5 7:40 150 0 150

ウグイ 1 AM 180 10
イワシ 1 PM 72 0

2013/5/23 晴 ウグイ 1 AM 430 170 260 11：00で残を確認。夕方にするともう少し食べていた可能性あり。
2013/5/24 晴 ウグイ 1 7:50 170 20 150
2013/5/25 晴 サンマ 1 18:00 153 153 0 飛ばしてから与えたため、ストレスで食べなかった可能性あり。
2013/5/26 晴 サンマ 1 11:00 153 153 0 手を嫌がったことから昨日のストレスの可能性あり。
2013/5/27 くもり ウグイ 1 7:55 192 0
2013/5/27 イワシ 1 18:30 60 0
2013/5/28 雨 ウグイ 1 8:00 180 0 180
2013/5/29 雨⇒くもり イワシ 1 7:50 76 0 76
2013/5/30 くもり⇒雨 ウグイ 1 18:00 273 52 221
2013/5/31 晴 ウグイ 1 18:00 311 140 171
2013/6/1 晴 ウグイ 1 AM 140 0 140
2013/6/2 晴 - - - 0 0 0
2013/6/3 晴 ウグイ 1 7:50 170 0 170

ウグイ 1 7:55 160 0 160

イワシ 1 18:40 84 0 244

2013/6/5 晴 イワシ 1 18:50 108 8 100 残は骨のみ
イワシ 1 7:55 86 0
アジ 1 12:30 80 0

晴2013/5/22 242

病院スタッフに世話を依頼

2013/6/4

2013/6/6 晴

車とブロックを避けて飛ぶ。コントロールはできるが、長くは飛べない。
40-60ｍ。

166

252

1400



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

アジ 1 8:00 80 0
サンマ 1 18:00 136 0
アジ 1 11:00 80 0
アジ 1 17:00 80 0
イワシ 1 14:00
イワシ 1 17:00
アジ 1 AM 90 0
アジ 1 PM 100 0

2013/6/11 晴 アジ 1 AM 88 0 88
アジ 2 8:00 164 0
アジ 1 16:00 80 0

2013/6/13 晴 アジ 2 AM 142 0 142
アジ/イワシ 1/1 AM 124 0
アジ 1 PM 96 0
サンマ 1 AM
サンマ 1 PM

2013/6/16 くもり/雨 - - - 0 0 0
2013/6/17 アジ 2 AM 196 0 196
2013/6/18 アジ 2 AM 202 0 202 BW1500～1600
2013/6/19 サンマ 1 AM 100 0 100
2013/6/20 -
2013/6/21 サンマ 1 AM 100 0 100
2013/6/22 サンマ 1 17:30 100 0 100
2013/6/23 -
2013/6/24 サンマ 1 AM 100 0 100

サンマ 1 AM 100 0
キス 1 PM 56 0

2013/6/26 イワシ 1 AM 101 0 101
2013/6/27 マダイ 1 17:20 100 0 100

キス 1 8:00 86 0
アジ 1 19:00 100 0

2013/6/29 キス/イワシ 1/1 AM 70/100 0 170
2013/6/30 -
2013/7/1 くもり イワシ 2 AM 104 0 104
2013/7/2 雨 - - - 200 - - 病院スタッフに世話を依頼
2013/7/3 雨 アジ 1 AM 260 150 110
2013/7/4 雨 アジ 前日の残 8:00 150 0 150
2013/7/5 - -
2013/7/6 イワシ 2 160 0 160

BW1400～1500

2013/6/28

2013/6/14 晴

2013/6/15 晴

2013/6/25

225

156

186

晴

晴

2013/6/10 晴

2013/6/12 晴

2013/6/9

2013/6/7 晴

2013/6/8

220

225 0

212 158 54

190

244

216

160



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/7/7 晴 -
2013/7/8 晴 アジ - - 200 0 200 病院スタッフに世話を依頼
2013/7/9 晴 イワシ 1 120 0 120
2013/7/10 晴 イワシ 1 - 155 0 155
2013/7/11 晴 イワシ/キス 1/1 150 0 150
2013/7/12 晴 サンマ 1 18:00 135 0 135
2013/7/13 雨 サンマ 1 16:00 130 0 130
2013/7/14 雨 -
2013/7/15 晴 セイゴ 1 10:00 165 0 165
2013/7/16 晴 アジ 1 - 70 0 70

イワシ 1 AM 125 0
イワシ 1 PM 136 0

2013/7/18 イワシ 2 190 0 190 尾羽が２枚生え始めている
2013/7/19 -
2013/7/20 サンマ 1 130 0 130 BW1200（あやしい）
2013/7/21 アジ 6 135 0 135

トビウオ 1 AM 126 0
トビウオ 1 PM 100 0

2013/7/23 くもり トビウオ 2 AM 186 0 186 BW1300
2013/7/24 雨 トビウオ 2 AM 190 0 190 少し痩せて見える（雨に濡れているため？）

2013/7/25 晴 トビウオ/ハゼ 2/1 7:50 240 0 240
かなり多くの羽が抜けている（体羽、風切、尾羽）。前日の雨のため
か？
少し前からエサを上げたためか。

2013/7/26 晴 トビウオ 2 7:55 200 0 200 羽が多く抜けてる。はげたり薄くなるところはない。
2013/7/27 雨 サンマ 1 136 0 136 新しい尾羽が生えてる
2013/7/28 雨 -

サンマ 1 AM
イワシ 2 PM

2013/7/30 くもり サンマ/イワシ 1/1 AM 211 0 211
BW1462（1700－238（グローブ））PMに計る。バタバタするが地面から切
り株まで飛べない。翼、足裏、脚異常なし。

2013/7/31 くもり ブルーギル 1 7:55 49 0 49
2013/8/1 雨/晴 カレイ 1 AM 220 0 220 顔、エラなどないカレイ。尾羽など羽が多く抜けてる。
2013/8/2
2013/8/3
2013/8/4
2013/8/5
2013/8/6

2013/7/22

2013/7/29 雨

2013/7/17 晴 161

226

234 0 234

病院スタッフに世話を依頼　（食べ残しが多くあるため、200ｇ以上のエサが与えられていたと思われる）



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/8/7 晴 サンマ 1 PM 138 0 138
長嶺先生：ミサゴはフラットが苦手。爪が長いから。細い止まり木も苦
手。太い方がよい。沖縄こどもの国に展示されているミサゴがいる。

2013/8/8 晴 イワシ 2 PM 238 0 238
2013/8/9 晴 イワシ 2 AM 223 53 170
2013/8/10 晴 アオコ 1 AM 178 0 178
2013/8/11 晴 -
2013/8/12 晴 イワシ 2 PM 170 0 170 翼が乾いているとうまくコントロールしてゲージ内を翼を当てずに旋回
2013/8/13 晴 アオコ 1 AM 171 0 171
2013/8/14 晴 アオコ 2 17:30 220 0 220 アオコは切り身（頭なし）
2013/8/15 晴 イサキ 2 17:40 212 0 212
2013/8/16 晴 アオコ 1 9:30 181 0 181
2013/8/17 晴 -
2013/8/18 晴 コダイ 2 11:00 161 0 161
2013/8/19 晴 アオコ 2 17:30 190 0 190 新しい尾羽が折れてる。プールのせいか？
2013/8/20 晴 -
2013/8/21 晴 アオコ 1 AM 177 0 177
2013/8/22 晴 アオコ 1 AM 180 0 180
2013/8/23 くもり イサキ 1 AM 108 0 108
2013/8/24 晴 イワシ 2 230 0 230
2013/8/25 雨/晴 -
2013/8/26 晴 アオコ 1 180 0 180
2013/8/27 晴 タイの頭 1 190 19 171 残は大きい骨ばかり
2013/8/28 晴 タイの頭 1 220 52 168
2013/8/29 晴 -

タイの頭 1 AM 191 30
イワシ 1 PM 26 0

2013/8/31 タイの頭 1 AM 178 32 146 残は骨のみ

2013/9/1 晴/雨 タイの頭 1 14:30 215 118 97

動物病院からリハビリ施設へ連れて行く。
ゲージは4ｍ×4ｍ×3ｍ＝48㎥
鳥のゲージは面積ではなく、容積で考えるべき。
入れてすぐに壁を廻るように飛ぶ。ぶつかる心配はなさそう。

2013/9/2 雨 タイの頭 1 7:40 165 40 125
2013/9/3 雨/くもり ゴマサバ切り身（中） 1/3 7:30 250 53 197 切り株に身が残っているため満腹であったと考えられる。

オイカワ 1 AM 29 0
ゴマサバ切り身（尾） 1/3 PM 156 42

2013/9/5 晴 ゴマサバ切り身（頭） 1/3 AM 230 71 159
2013/9/6 小雨 タイの頭 1 165 51 114
2013/9/7 雨 -
2013/9/8 くもり ゴマサバ 1 446 203 243 残：身（166ｇ）、エラ・骨（37ｇ）

2013/8/30 くもり

2013/9/4 雨（警報） 残はしっぽだけ。尾羽らしき羽が２本抜けてる。

187

143



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/9/9 晴 ゴマサバ切り身（尾） 1/3 166 100 66 左の初列の筆毛が折れて出血の跡あり
2013/9/10 晴 メギス 3 218 18 200
2013/9/11 サバ 1 7:30 181 49 132 株の上に残あるため満腹と思われる。
2013/9/12 くもり セイゴ 1 7:40 53 0 53 生きてるセイゴ
2013/9/13 晴 セイゴ 2 7:15 56 0 56 地面に生きたまま置くと首を振り興味を示すが、取りには来ない

サバ 1 9:00 161 46

セイゴ 1 17:50 30 0

2013/9/15 雨 セイゴ 1 12:30 26 0 26 セイゴは生きたまま

2013/9/16 大雨 サバ 1 17:00 178 0 178

台風18号による避難には連れていかなかったため、雨と風にさらされた
まま。夜中は上からの雨にはあたっているがしっかり雨をはじいてい
る。頭を胸に入れるようにして小さくなって寝ている。近くに寄って声を
かけるまで気付かない。小さくなくなるのは面積を小さくし、雨を下に流
しやすくするため？

2013/9/17 晴 サバ 1 178 0 178

ハゼ/セイゴ 1/1
7：00
/9：30

32/26 0

サバ 1 18:00 150 20
セイゴ 1 AM 26 0
サバ 1 PM 149 0

2013/9/20 晴 水魚 2 AM 137 0 137 水魚は気持ちわるそう
2013/9/21 晴 サバ/イワシ 1/1 191/31 12/5 205
2013/9/22 晴 -
2013/9/23 晴 サバ/イワシ 0.5/1 155/32 0/32 155 イワシは古いから食べない？肉当：痩せてはいない
2013/9/24 晴 イワシ/サバ 1/1 7:40 26/155 26/12 143
2013/9/25 晴 サバ 1 7:20 175 39 136 シッポが残ってる。また初列の筆毛が折れてる。
2013/9/26 晴/小雨 水魚 2 7:10 147 15 132 台風20号のため強風
2013/9/27 晴 タイの頭 1 7:30 175 30 145 残は骨のみ。羽がかなり多く抜けてる。昨日から急に寒くなったため換羽？
2013/9/28 晴 サバ 1 9:30 224 0 224 １日かけて食事
2013/9/29 晴 -
2013/9/30 晴 サバ 1 8:45 215 53 162 尾羽、折れた筆毛の根本が抜けてる
2013/10/1 晴 サバ 1 13:00 165 0 165 尾羽と雨覆い、その他が数本抜けてる
2013/10/2 晴 ゴマサバ頭 1/3 13:00 165 43 122 風切、雨覆いが1本ずつ抜けてる。残はエラ蓋、内臓の一部、シッポ

イワシ 1 7:00 165 14
不明 1 17:00 13 0

2013/10/4 晴 イワシ 1 145 14 131 残はエラ、骨、尾。右翼9,10左翼8,9,10欠損
2013/10/5 晴 サバ 1 12:40 234 16 218 残はえらぶた
2013/10/6 晴 セイゴ 2 10:00 67 8 59 残はしっぽ

2013/9/19

2013/10/3 雨/晴

2013/9/14 晴

2013/9/18 晴 セイゴは生きたまま。残はしっぽのみ

175

164 BW1595ｇ（空腹時とは言えない）

145
グローブの色を変えると、ホコの遠くへ歩いて逃げる。グローブを元のも
のにすると寄ってきて乗る。形も少し違うが、おそらく色を見ているので
は。

188

晴



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/10/7 晴 セイゴ 1 7:00 91 12 79 残はしっぽとエラ
2013/10/8 晴/雨 サゴシ 1 7:40 241 28 213
2013/10/9 雨 サバ切り身 1/3 7:30 249 40 2209 残は内臓の一部、骨
2013/10/10 晴 セイゴ 1 7:20 67 4 63 残は骨、尾、えらぶた
2013/10/11 晴/雨 サゴシ 1 7:40 254 20 234 残はえらぶた、尾、歯

2013/10/12 晴 サゴシ 1 10:00 282 13 269
左10番目の初列、折れた筆毛の根本、その他多く抜けてる。昨日の雨
のせい。

2013/10/13 晴 アジ 1 4:45 90 0 90
2013/10/14 晴 -

2013/10/15 雨 サゴシ 1 7:35 401 71 330
BW1709ｇ（空腹時より少し重いと考えられる）
残：尾、えらぶた、顔、内臓少し、エラ、骨

2013/10/16 雨 - 大型台風26号

2013/10/17 晴 アジ 2
7：05
/7：50

91/131 0 222 寒い。風切、下尾筒抜けてる

2013/10/18 くもり サゴシ 1 7:40 300 34 266 寒い。残はえらなど。

2013/10/19 雨/晴 ボラ 1 9:30 1079 689 390 尾羽の8本は生えそろってる。残は乾燥で減った分もあると考えられる。

2013/10/20 雨 ボラの残 1 7:30 574 214 360 雨のため乾燥による減はない。骨と尾側を残してる。
2013/10/21 晴 -

2013/10/22 晴 イワシ 2 7:10 257 19 238

右翼初列9番が折れて出血（けっこうな量）
架の血は固まっていないことから今朝方の出血と思われる。
血は止まっていたことからそのままにしておく。ＰＭ8：00に折れた根元
を抜いた。
初列と雨覆も折れていた。

2013/10/23 くもり アジ/セイゴ 1/1 7:30 217 0 217
昨日、羽軸を抜くために保定したが、いつもと少し違う反応をするもの
の、手には乗ってくる。血のついた雨覆と折れた初列の根元が抜けて
いる。おそらく昨日折れた雨覆の近くの羽と先に欠損した左翼の初列。

2013/10/24 くもり/雨 セイゴ 2 11:30 55 4 51
2013/10/25 雨 セイゴ／サンマ 2/1 7:10 47/124 8 163 台風27号による大雨。残はエラブタのみ。
2013/10/26 くもり セイゴ／サンマ 2/1 - 45/127 0 172 強風。羽の抜けているものはない。
2013/10/27 くもり なし 0 - 0 0 0 羽の抜けはなし。
2013/10/28 くもり セイゴ／サンマ 1/1 7:20 47/114 5 156 頭部の羽が１枚抜けている。
2013/10/29 くもり セイゴ／サンマ 2/1 7:15 75/117 20 172 次列風切（？）、下尾筒が1本ずつ抜けている。



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/10/30 晴 セイゴ／サンマ 2/1
7：10
/7：55

78/128 13 193

・小さなセイゴ２匹なら30分程度で食べ終わり架に戻っている。
・小屋の狭い範囲でも急な方向転換ができ、ネットにあたらずに平地に
戻れる。
・セイゴでは最近は手に乗ってこないが、サンマの大きさなら来る。
・大きなエサを持って呼ぶと、必ずフンをしてから乗ってくる。
・抜けた羽はなし。換羽はほぼ終わったか？
・尾羽は中心から抜けてくるはず（バンダーU氏）。ということは、現在両
１番が折れているということは、一度換羽をした後に折れたか？しかし、
今までに新しい尾羽が折れているのを見たのは１本だけである。気づ
かなかったか・・・
・肩付近が脱臼した場合は、飛ぶときにテンションが強くかかるので野
生復帰は不可能。ただし、肘などの場合は帰れる可能性が高い（中津
先生）

2013/10/31 晴 アジ/イワシ 2/1 8:00 140/115 2 253

・残はエラブタと内臓の一部
・ゲージの中でかなりコントロールができる様子。周りの網に当たらず
（かする程度）で回れる。
・食べるときは頭を左右にふりながらちぎる

2013/11/1 晴 イワシ 2
7：30
/8：00

123/115 20 218
・抜けた羽なし
・エサに対する反応が悪い。（気温が高いからか、昨日のエサの量が原
因か）

2013/11/2 晴 ブラックバス 1 12:00 1435 1335 100
・目の周辺を食べただけ。
・下に落ちたため食べなかったか。
・下に落ちたものは食べるが、切り株の真横に落ちたためか。

2013/11/3 くもり/雨 ブラックバスの残 1 5:00 1335 946 389 ・羽の抜けたものはない。
2013/11/4 晴 エサなし 0 - 0 0 0
2013/11/5 晴 イワシ/アジ 2/1 7:10 100/70 0 170 抜けた羽なし

2013/11/6 晴 セイゴ／サンマ 1/1
7：10
/7：55

21/137 0 158 抜けた羽なし

2013/11/7 晴/雨 セイゴ/サンマ 1/1 7:10 42/98 13 127
・抜けた羽なし
・セイゴは生きたもの。サンマは、頭と内臓のないもの

2013/11/8 晴 セイゴ/アジ 1/1 7:20 33/110 3 140

・尾羽の両6番がもう少しで伸びきる。
・羽の抜けているものはない。
・初列の欠損している部分は新しく生えてくる気配がない。抜けてすぐ
生えてくるわけではない？（左10/23、右10/22）



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/11/9 晴 セイゴ 5 10：00～ 184 0 184

10：00～14：00の間で１匹ずつ食べ終わったら与える。
1匹目　32ｇ/2匹目　42ｇ/3匹目　34ｇ/4匹目　30ｇ/5匹目　46ｇ（生きた
セイゴ）
ゲージの中の同じパイプに羽根を当てている。パイプを保護すべき

2013/11/10 雨 エサなし 0 - 0 0 0 抜けた羽なし

2013/11/11 雨 セイゴ 4 7:15 97 2 92
生きたセイゴ
・抜けた羽なし
・竜骨の肉付きは良好

2013/11/12 雨 セイゴ/カマス 2/1 7:10 55/70 0 125

2013/11/13 雨 カマス/サンマ 1/1 7:15 70/165 10 225

・抜けた羽はない
・エサを持っていくと「ピヨヨヨヨ～」と鳴きながら、架の上を走ってよって
くる。
ネット検索では巣内でもこの声を出している。警戒だけのものではない
だろう。
・肉付き良好

2013/11/14 晴/雨 カマス/セイゴ 1/1
7：30
/8：05

70/187 9 246

・入ると架の上を走って寄ってくる。
・距離があっても飛んでくる。
・うまく旋回する。
・肉付き良好

2013/11/15 晴 セイゴ 1 7:10 563 70 492

・食べ残しから釣り針が見つかった。
・釣り人の中では、釣られる魚は何回も釣られるというので、釣り針に注
意する必要がある。
・ミサゴはちぎりながら食べるから心配ないか・・・？
しかし、ときどき釣り針が中にささっているものが保護される。（長嶺先
生）

③

2013/11/16 晴 イワシ 2 7:30 81/108 16 173
2013/11/17 雨 エサなし 0 - 0 0 0

2013/11/18 晴 アジ/サンマ 1/1 7:30 107/143 0 250
・アジは頭がないもの
・尾羽の両６番がしっかり生えた
・抜けた羽なし

④



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/11/19 晴 イワシ 2 7:20 165 0 165

・抜けた羽なし
・初列の欠損した部分が生えてきている。特に左翼はけっこう伸びてき
ている。
・抜けたのが10/22なので約1ヵ月。
・尾羽は両1番が欠損（そのためか、2番の内側が汚れ、バサバサに見
える）
・大きな餌を与えた場合は、糞がその場所から放射状に飛んでおり、時
間をかけて餌を食べていることがわかる。

2013/11/20 晴 エサなし 0 - 0 0 0
2013/11/21 くもり イワシ/サンマ 2/1 7:20 220 0 220 サンマは頭のないもの ⑤
2013/11/22 - イワシ 3 - 238 30 208
2013/11/23 晴 サンマ/イワシ 1/2 9:00 131/127 35 223 左翼初列9番が折れてる。筆毛のため少し出血あり。血は止まっている。 ⑥
2013/11/24 晴 エサなし 0 - 0 0 0
2013/11/25 雨 イワシ 3 - 241 2 239 抜けた羽なし
2013/11/26 晴 イワシ 2 - 180 0 180 抜けた羽なし
2013/11/27 晴 イワシ/サンマ 2/1 7:10 186 1 185 残はエラブタのみ
2013/11/28 くもり イワシ/サンマ 1/1 7:30 249 0 249 抜けた羽なし

2013/11/29 晴 こっぱ/アジ 5/1 7:20 50/155 0 205
・釣ってきた魚で魚種は不明
・小さい魚もちぎりながら食べる。ちぎったあとの肉片あり。
・この日は寒く、氷がはっていた。

2013/11/30 晴 シズ 2 14:00 250 0 250 ・隣の家の換気扇などの音と風でばたつく。少し目隠しして、覆うべきか。

2013/12/1 晴 エサなし 0 - 0 0 0

2013/12/2 晴 ゴマサバ 1 7:20 462 2 460

・大きな魚にもかかわらず、魚のエラブタなどの残がない。ネコの進入
ありか。
・初列の筆毛が折れてる。
ＰＭ10：00筆毛の根元を抜く
・欠損：両翼初列の8番、9番と両尾羽の1番
・右翼の8番と9番は生えてきている。
・肉付き良好

⑦
⑧

2013/12/3 晴 イワシ 4 7:30 197 0 197
・昨日、捕まえたため、グローブにはのったが、切り株の上にいるときで
も近づくと逃げた。しかし、ゲージ内をうまく飛び、１周して帰ってこれ
る。下からでも一番上まであがり、旋回して帰ってくる。

2013/12/4 晴 アジ 2 7:20 200 0 200



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/12/5 晴 アジ/イシダイ 2/1 7:15 206/32 8 230

・最近エラブタなどの残もないため、他の動物がきている可能性がある
ので、切り株の間に小魚を置き、試してみる。
⇒翌朝まで残っているため問題なしか。ただし、この日はミサゴの食べ
残しもあった。

2013/12/6 晴 ｻﾝﾏ/ｲｼﾀﾞｲ/ﾏﾀﾞｲ 1/2/1 - 234 0 234 抜けた羽なし

2013/12/7 雨 アジ 1 14:00 155 0 155
・抜けた羽なし
・ろう膜のところに少しひっかいたような傷あり。出血は止まっている。

⑨

2013/12/8 晴 エサなし 0 - 0 0 0

2013/12/9 晴 アジ 2 7:20 173 0 173
・前日にエサを抜いているにもかかわらず、旋回して腕に乗ってこな
かった。

2013/12/10 雨/雪 サゴシ 2 7:30 295 0 295
・サゴシは昨日釣ったもの。
・頭は歯や骨が残るはず。もう一度ネコが入っていないか調べるべき。
・小屋に入ると、一度旋回して、降りてから、餌をとりにくる。

2013/12/11 晴 キス/ハタハタ 3/1 7:30 235 0 235 ・エサへの反応良好

2013/12/12 晴 サンマ/アジ 1/2 7:30 215 不明 不明

・抜けた羽なし
・羽の折れた先がある。（真っ黒）
・もう一度切り株の隙間に魚を置く（家族がネコを目撃）
　→なくなった。

2013/12/13 晴 サンマ/アジ 1/2 - 250 不明 不明 ・入り口などに丸太を横たえた。
2013/12/14 くもり メギス／ハタハタ 3/1 11:30 235 不明 不明
2013/12/15 雨 エサなし 2/5 - 0 0 0
2013/12/16 雨 ハタハタ/メギス 1/3 7:45 214 不明 不明

2013/12/17 晴/くもり エサなし 2/7 - 0 0 0
・放鳥に向け、エサがない日が続くことも慣らすべきか。とりあえず１日
おきをつくるところからはじめてみる。

2013/12/18 晴 不明 2/8 7:30 181 不明 不明
2013/12/19 晴 メギス／ハタハタ 3/1 7:20 230 不明 不明

2013/12/20 晴 メギス／ハタハタ 3/1 7:20 216 不明 不明

・雌雄判定採血（結果、雌）
・ＢＷ1700-1800ｇ（肉当てでは若干痩せて感じられたが十分なＢＷが
ある。姿勢により判定は変えるべきか。
・右翼翼角に直径5ｍｍ程度の傷あり。単管にぶつけたか。

2013/12/21 雨 サバ 2/11 12:00 482 不明 不明

・半分以上食べたところで確認。大きい内臓は落ちている。
⇒ネコはきていない。
・株の位置を変えたためか、株の上に行くまでにゲージの中を２周旋回
⇒明らかにコントロールして飛べているが、最後に単管に翼角をあて
た。これが傷の原因か。



ミサゴ1号　保護記録
2012年10月～2013年12月

放鳥’s

2013/12/22
2013/12/23
2013/12/24
2013/12/25
2013/12/26 雨 アジ 2 7:30 124 不明 不明 尾羽の１本の先っぽが折れてる。
2013/12/27 雪 ﾒｷﾞｽ/ﾊﾀﾊﾀ 3/1 7:30 196/37

2013/12/28 雪 - 0 - 0 0 0

・大雪のため朝6：30に確認してから出勤
・ＡＭ11時ごろに死亡を確認
⇒猟犬がゲージ内に侵入し、噛み殺された。
⇒ネットも破れている部分あり。
（反省）
・ゲージの入口をもっとしっかりとつくっておくべきであった。
・下１ｍはネットを２重にしておくべきであった。
・ゲージ内に高いところに止まり木をつけておくべきであった。
・体の大きな犬などは入れないと考えたことの危険回避能力の低さ

◎主要羽　換羽枚数カウント

家族に餌やりを依頼


